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若
い
世
代
の
あ
い
だ
で
農
山
漁
村
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。
ド
ラ
マ
に
も
な
っ
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
は
じ
め
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
、

様
々
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
多
く
の
若
者
が
参

加
し
て
い
る
。
地
域
と
大
学
が
連
携
し
て
地
域
実

践
活
動
を
推
進
す
る
「
域
学
連
携
」
事
業
も
成
果

を
上
げ
始
め
て
い
る
。
福
島
県
の
「
大
学
生
の
力

を
活
用
し
た
集
落
復
興
支
援
事
業
」
で
は
、
山
間

部
の
集
落
と
各
大
学
の
ゼ
ミ
生
た
ち
が
直
接
交
流

し
集
落
再
生
を
模
索
す
る
な
ど
、
県
や
市
町
村
が

独
自
に
実
施
す
る
連
携
事
業
も
多
い
。

な
ぜ
都
市
や
地
域
外
部
の
若
い
世
代
が
農
山
漁

村
に
関
心
を
持
つ
の
か
。
そ
こ
に
は
日
本
文
化
の

源
と
も
い
え
る
伝
統
や
し
き
た
り
、
祭
り
や
行
事

を
遂
行
す
る
人
の
仕
組
み
が
あ
る
か
ら
だ
。
食
品

加
工
、
家
屋
や
田
畑
な
ど
の
維
持
、
管
理
等
、
永

年
に
渡
っ
て
集
落
の
生
活
を
支
え
て
き
た
技
が
多

様
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
濃
密
な
人
間
関
係
や
数

百
年
以
上
続
い
て
き
た
歴
史
が
そ
れ
を
可
能
に
し

て
い
る
。
分
断
さ
れ
一
方
的
に
与
え
ら
れ
る
都
市

的
生
活
を
送
っ
て
き
た
若
者
に
は
、
こ
う
し
た
他

者
と
の
協
働
や
地
域
内
で
循
環
す
る
農
山
漁
村
の

生
活
空
間
は
か
え
っ
て
新
鮮
に
映
る
。

こ
の
動
向
を
先
導
し
て
き
た
若
者
群
が
い
る
。

遠
野
山
里
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
山
梨
県
早
川

町
の
日
本
上
流
文
化
圏
研
究
所
、
上
越
市
桑
取
地

区
等
で
活
動
す
る
か
み
え
ち
ご
山
里
フ
ァ
ン
倶
楽

部
、
熊
本
県
小
国
町
の
九
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
を

支
え
る（
財
）学
び
や
の
里
な
ど
の
中
核
を
担
う
若

者
で
あ
る
。い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
ジ
ュ
ニ
ア
で
、

多
く
が
大
学
院
を
で
た
り
企
業
で
働
く
な
ど
専
門

的
ス
キ
ル
や
社
会
経
験
を
持
つ
。
外
部
か
ら
移
住

し
た
り
、
地
元
出
身
で
も
地
域
外
で
の
生
活
を
経

験
し
て
い
る
。
積
極
的
に
若
い
学
生
を
受
け
入
れ

た
り
、
次
世
代
に
対
し
て
地
域
で
の
暮
ら
し
方
や

仕
事
の
仕
方
を
実
践
的
に
示
し
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
の
外
部
人
材
が
地
域
で
力
を
発
揮
す

る
た
め
に
不
可
欠
な
の
が
受
入
れ
市
町
村
職
員
の

支
援
だ
。
集
落
の
人
た
ち
と
若
者
が
理
解
を
深
め

あ
う
に
は
、
現
場
と
の
間
を
繋
ぐ
職
員
の
役
割
が

重
要
で
あ
る
。
地
域
の
特
性
、
住
民
の
心
情
や
誇

り
、
生
業
や
伝
統
な
ど
を
、
外
部
人
材
に
分
か
り

易
く
、
正
確
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
日
常
の
地
域
把
握
力
が
問
わ
れ
る
。
地
域
の

真
の
状
況
は
役
場
に
い
る
だ
け
で
は
把
握
で
き
な

い
。
普
段
か
ら
現
場
に
出
て
、地
区
の
成
り
立
ち
、

行
事
や
生
活
、
経
済
状
況
等
を
認
識
し
、
地
域
住

民
と
密
接
に
交
流
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

だ
て

た
つ

お

コ ムムムムムムラ

外
部
人
材
の
活
用

外
部
人
材
活
用
と
農
山
漁
村
の
再
生

法
政
大
学
教
授　

岡 

﨑　

昌 

之

お
か

ざ
き

ま
さ

ゆ
き

表紙に掲載する写真を募集してい
ます。採用者には、粗品を差し上
げます。
写真には撮影者の住所、氏名及び
撮影場所・日時を明記して下さい。
なお、採否は当方に一任願います。

送り先：全国町村会・広報部



町 村 週 報（第三種郵便物認可） 平成25年 2 月 4 日　2第2828号

活 動

総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
代
表
者
の
意
見
交
換
が
1
月
25
日
に
総
務
省
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
総
務
省
か
ら
は
新
藤
総
務
大
臣
を
は
じ
め
坂
本
副
大
臣
、
北

村
政
務
官
ら
が
、
本
会
か
ら
は
藤
原
会
長
（
長
野
県
町
村
会
長
・
川
上
村
長
）
が

出
席
、
地
方
公
務
員
の
給
与
削
減
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
た
、
1
月
27
日
に
、
新
藤
総
務
大
臣
と
麻
生
副
総
理
・
財
務
大
臣
と
の
折

衝
を
経
て
平
成
25
年
度
地
方
財
政
対
策
が
決
着
し
た
こ
と
を
受
け
、
地
方
六
団

体
は
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体
代
表
者

意
見
交
換
会

　

新
藤
総
務
大
臣
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方

六
団
体
か
ら
の
意
見
を
受
け
て
、
①
地
方

公
務
員
給
与
削
減
の
実
施
時
期
に
つ
い
て

は
、
6
月
議
会
で
の
条
例
改
正
を
前
提
と

し
て
7
月
か
ら
の
実
施
で
財
政
当
局
と
折

衝
し
て
い
る
、
②
地
方
財
政
計
画
に
「
防

災
・
減
災
事
業
」
と
「
地
域
の
元
気
づ
く
り

事
業
」を
明
確
に
打
ち
立
て
、給
与
削
減
に

見
合
っ
た
事
業
費
を
歳
出
に
計
上
す
る
。

さ
ら
に
「
地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
革
努
力
、
給

与
水
準
や
職
員
削
減
努
力
な
ど
を
反
映
し

た
算
定
を
取
り
入
れ
た
い
、
③
一
般
財
源

総
額
に
つ
い
て
、
実
質
的
に
24
年
度
の
地

方
財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
、
④
26
年
度
以
降
の
地
方
公
務

員
給
与
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
地
方
団

体
に
も
参
画
い
た
だ
い
て
議
論
し
て
い
き

た
い

－

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
藤
原
会
長
か
ら
は
、
昨
日

の
本
会
の
各
都
道
府
県
町
村
会
長
会
に
お

い
て
、こ
の
問
題
を
協
議
し
た
が
、①
町
村

の
給
与
水
準
は
長
期
に
わ
た
り
国
を
大
き

く
下
回
っ
て
お
り
、
国
家
公
務
員
の
給
与

減
額
支
給
措
置
に
よ
り
瞬
間
的
に
地
方
公

務
員
の
給
与
水
準
が
上
回
る
か
ら
と
い
っ

て
地
方
交
付
税
を
一
律
カ
ッ
ト
す
る
の
は

乱
暴
、
②
来
年
4
月
の
消
費
税
増
税
を
控

▲新藤総務大臣 ▲本会からは藤原会長が出席

地方六団体

総務大臣・地方六団体
代表者意見交換に藤原会長が出席
－ 平成25年度地方財政対策を受けて共同声明を発表 －
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　本日、平成25年度地方財政対策に関する閣僚間折衝が行われ、通常収支分の地
方交付税について、出口ベースで17.1兆円を確保するとともに、地方の一般財源
総額について、平成24年度と同水準となる59.8兆円を確保することが決定された。

1  ．今回の決定においては、地方が強く訴えてきた一般財源総額確保の要請に
応え、緊急防災・減災事業や地域の元気づくり事業の需要の積み上げが行わ
れたこと、地方交付税の別枠加算が確保されたことなど、総務大臣をはじめ
政府関係者の財源確保に向けての努力・工夫については受け止めるものであ
る。しかしながら、今回の地方公務員給与の取扱いについては、以下に述べ
るような本質的な問題が内在しており、この点については極めて遺憾である
と言わざるを得ない。

　 　緊急経済対策や大胆な「15ヶ月予算」の円滑かつ迅速な実行により、地域経
済の活性化に国と地方が協働して取り組もうとしている一方で、この10年あ
まりの国をはるかに上回る地方の行財政改革の努力を適切に評価することな
く、国家公務員の給与減額支給措置に準じて地方公務員の給与の削減を求め
るとともに、それを反映して地方交付税を削減したことは、財政力の弱い団
体ほどその影響を大きく受けるものである。また、「地域経済の再生なくして、
日本経済の再生なし」との国と地方の共通認識からも、極めて問題である。

2  ．そもそも地方公務員の給与は、公平･中立な知見を踏まえつつ、議会や住
民の意思に基づき地方が自主的に決定すべきものであり、国が地方公務員の
給与削減を強制することは、地方自治の根幹に関わる問題である。ましてや、
地方交付税を国の政策目的を達成するための手段として用いることは、地方
の固有財源という性格を否定するものであり、断じて行うべきではない。

　 　我々地方六団体は、国と地方の信頼関係を重視する立場から、地方との十
分な協議を経ないまま、地方公務員給与費に係る地方交付税を一方的に削減
する今回のような措置を二度と行わないよう、強く求める。本来、給与は地
方公務員法により、個々の自治体の条例に基づき、自主的に決定されるもの
であり、その自主性を侵すことのないよう強く求める。

3  ．また、自公政権下において地方分権改革推進委員会から3.5万人の国家公
務員の削減勧告がなされたことも踏まえ、国において早急かつ抜本的に地方
並みの定数削減を断行すべきである。

　 　その上で、公務員の総人件費や給与適正化のあり方については、国・地方
を通じた中長期的な行財政改革の中で考えるべきであり、今後ラスパイレス
指数のあり方を含め、給与と手当の総合的な比較を行い、早急に「国と地方
の協議の場」等において十分協議することを求める。

平成25年 1 月27日
地方六団体

全 国 知 事 会 会 長 山田　啓二
全国都道府県議会議長会会長 山本　教和
全 国 市 長 会 会 長 森　　民夫
全 国 市 議 会 議 長 会 会 長 関谷　　博
全 国 町 村 会 会 長 藤原　忠彦
全国町村議会議長会会長 髙橋　　正

平成25年度
地方財政対策・地方公務員給与についての共同声明

え
、
1
年
限
り
で
給
与
の
削
減
分
が
戻
る

保
障
は
な
い
、
③
給
与
引
き
下
げ
は
地
域

経
済
の
再
生
に
逆
行
し
て
い
る
、
④
防
災
・

減
災
対
策
、
地
域
活
性
化
事
業
に
活
用
と

の
大
義
名
分
に
は
説
得
力
が
な
い
等
の
意

見
が
出
た
こ
と
を
強
調
し
た
上
で
、「
国
家

公
務
員
の
諸
手
当
を
含
む
給
与
体
系
は
、

必
ず
し
も
地
方
公
務
員
と
比
較
す
る
上

で
、合
理
性
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
、

給
与
水
準
の
み
を
基
準
に
、
国
の
取
扱
い

に
準
じ
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
こ
と
自
体
に

地
方
は
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
。
総
務
大

臣
は
地
方
の
味
方
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

財
務
大
臣
と
強
力
か
つ
粘
り
強
い
折
衝
を

行
っ
て
ほ
し
い
。
地
方
は
総
務
省
の
対
財

務
省
と
の
取
組
姿
勢
を
し
っ
か
り
見
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

地
方
財
政
対
策
決
着

　

1
月
27
日
に
平
成
25
年
度
地
方
財
政
対

策
に
関
し
、
新
藤
総
務
大
臣
と
麻
生
副
総

理
・
財
務
大
臣
と
の
折
衝
が
行
わ
れ
、
地

方
公
務
員
給
与
費
を
7
月
か
ら
の
実
施
を

前
提
と
し
て
0
・
9
兆
円
減
と
す
る
こ
と

で
合
意
、
こ
れ
を
反
映
し
て
、
地
方
交
付

税
が
出
口
ベ
ー
ス
で
17
・
1
兆
円
（
対
前

年
度
▲
0
・
4
兆
円
）
と
な
る
一
方
、
地

方
の
一
般
財
源
に
つ
い
て
は
、「
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
費
」、「
地
域
の
元
気
づ
く

り
事
業
費
」
を
歳
出
に
特
別
枠
を
設
定
し

て
計
上
す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
24
年
度

と
同
水
準
の
59
・
8
兆
円
が
確
保
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
地
方
六
団
体
は
共
同

声
明
を
発
表
し
た
。（
左
記
参
照
）
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活 動

都道府県町村会
正副会長交流会を開催
都道府県町村会
正副会長交流会を開催
都道府県町村会
正副会長交流会を開催
― 自治功労者50名を表彰 ―

全国町村会

全
国
町
村
会
は
1
月
24
日
午
後
3
時
か
ら
、

東
京
・
永
田
町
の
全
国
町
村
会
館
に
お
い
て
、

都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交
流
会
を
開
催
し
、

自
治
功
労
者
の
表
彰
を
行
っ
た
。

本
交
流
会
に
は
、
各
都
道
府
県
の
正
副
会
長
・

事
務
局
長
な
ど
約
1
6
0
名
が
出
席
。
は
じ
め

に
藤
原
忠
彦
会
長
（
長
野
県
川
上
村
長
）
の
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
坂

本 

哲
志 

総
務
副
大
臣
、
髙
橋 

正 

全
国
町
村
議

会
議
長
会
会
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
自
治
功
労
者
の
表
彰
に
移
り
、
50
名

（
町
村
長
（
3
期
）
44
名
、
退
職
町
村
長
6
名
）

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
被
表
彰
者
代
表
で
あ
る
東

京
都
奥
多
摩
町
長
・
河
村
文
夫
氏
に
藤
原
会
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

な
お
、
表
彰
終
了
後
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
・

大
森 

彌
氏
か
ら
「
町
村
の
存
亡
が
か
か
る
道
州

制
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ
た
。
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本
日
こ
こ
に
、
都
道
府
県
町
村
会
正
副

会
長
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
坂
本
総
務
副
大
臣
、
髙
橋
全
国
町
村

議
会
議
長
会
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

公
務
極
め
て
ご
多
端
の
折
、
ご
臨
席
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
各

都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
多
用
の
中
を
遠
路

ご
出
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
の
交
流
会
は
、
都
道
府
県
町
村
会
の

会
長
、
副
会
長
が
一
堂
に
会
す
る
一
年
に

一
度
の
機
会
で
あ
り
、
今
回
が
二
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
昨
年
の
第
一
回
交
流

会
で
は
、
複
数
県
の
正
副
会
長
さ
ん
が
意

気
投
合
さ
れ
、後
日
、相
互
に
訪
問
し
合
っ

て
交
流
を
深
め
ら
れ
た
と
も
お
聞
き
し
て

お
り
、
交
流
会
開
催
の
趣
旨
が
活
か
さ
れ

た
も
の
と
意
を
強
く
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
ど
う
か
本
年
も
意
見
交
換
等
を
通

じ
て
、
相
互
の
連
携
を
強
化
し
、
町
村
自

治
の
振
興
発
展
に
向
け
た
活
動
の
充
実
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
本
日
の
交
流
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
自
治
功
労
者
の
表
彰
を
行
う
こ
と
と

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
表
彰
を
受
け
ら
れ

る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
長
年
に
亘

り
重
要
な
職
務
を
全
う
さ
れ
、
町
村
自
治

の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
功
績

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、先
の
衆
議
院
議
員
選
挙
に
よ
り
、

新
た
に
自
由
民
主
党
・
公
明
党
を
与
党
と

す
る
安
倍
内
閣
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

新
政
府
に
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
、
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
経
済
対
策
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
外
交
問
題
な
ど
山
積

す
る
喫
緊
の
課
題
に
対
し
、
早
期
に
具
体

的
な
施
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
と
り
わ
け
、
例
外
な

く
関
税
や
規
制
を
撤
廃
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
環
太

平
洋
経
済
連
携
協
定
へ
の
交
渉
参
加
に
つ

き
ま
し
て
は
、
農
林
漁
業
の
み
な
ら
ず
、

地
域
経
済
・
社
会
の
崩
壊
を
招
く
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
三
度
の
反
対
決
議
を
行

い
ま
し
た
。「
国
益
」
と
は
、
輸
出
産
業

の
利
益
の
み
で
語
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
の
命
を
支
え
る
農
林

水
産
業
と
国
土
・
自
然
環
境
を
守
り
、
伝

統
・
文
化
を
育
む
農
山
漁
村
こ
そ
が
、
重

要
な
「
国
益
」
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
今
、
行
う
べ
き
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

で
は
な
く
、
農
林
漁
業
と
農
山
漁
村
の
再

生
・
活
性
化
こ
そ
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
道
州
制
の
議
論
が
再
燃
し
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
道
州
制
は
、
地
方
分

権
と
は
全
く
か
け
離
れ
、
新
た
な
集
権
体

制
を
作
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
ま
た
、
巨

大
な
道
州
は
住
民
と
の
距
離
が
一
段
と
遠

く
な
り
、
住
民
自
治
の
埋
没
や
地
域
間
格

差
の
拡
大
、市
町
村
の
強
制
的
な
再
編
等
、

町
村
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
問

題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
全
国
町
村

会
は
一
貫
し
て
反
対
す
る
と
と
も
に
、
昨

年
十
一
月
に
開
催
し
た
全
国
町
村
長
大
会

に
お
い
て
、
改
め
て
特
別
決
議
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
地
方
自
治
の
発
展

を
真
摯
に
願
う
心
あ
る
人
々
は
、
決
し
て

道
州
制
に
賛
意
を
示
す
こ
と
は
な
い
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

仄
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
平
成
二

十
五
年
度
政
府
予
算
は
、
今
月
末
ま
で
に

閣
議
決
定
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
町
村
が
自
主
的
、
主
体
的
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
三
位
一

体
改
革
で
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
地
方
交
付

税
の
復
元
・
増
額
等
、
財
政
基
盤
の
強
化

が
不
可
欠
で
あ
り
、
町
村
の
行
財
政
運
営

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
政

府
・
与
党
等
の
動
き
を
注
視
し
、
必
要
な

働
き
か
け
を
強
力
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

全
国
町
村
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
日

本
の
原
風
景
で
あ
り
、
食
料
の
供
給
や
水

資
源
の
涵
養
、
国
土
の
保
全
な
ど
国
民
の

生
存
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
う
の
み

な
ら
ず
、
私
た
ち
日
本
人
の
「
心
の
ふ
る

さ
と
」
と
し
て
、
温
も
り
や
癒
し
を
与
え

て
く
れ
る
国
民
共
有
の
か
け
が
え
の
な
い

財
産
で
あ
る
農
山
漁
村
を
守
っ
て
い
く
た

め
、
都
道
府
県
町
村
会
と
の
連
携
を
密
に

保
ち
な
が
ら
、
町
村
の
振
興
発
展
に
向
け

た
活
動
を
引
き
続
き
強
力
に
展
開
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
な

お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
開
会
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

町
村
の
振
興
発
展
に
向
け
た
活
動
を
協
力
に
推
進

全
国
町
村
会
長

藤ふ
じ

原は
ら

　
忠た

だ

彦ひ
こ

会

長

あ

い

さ

つ
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都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交
流
会
に
お

招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

町
村
長
の
皆
様
に
は
地
方
自
治
の
確
立
の

た
め
に
こ
れ
ま
で
ご
貢
献
さ
れ
て
参
り
ま
し

た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
そ
の
確
立
に
向
け
て
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
来
な
ら
ば
新
藤
総
務
大
臣
が
皆
様
に
直

接
ご
挨
拶
す
べ
き
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
公
務
の
た
め
出
席
し
か
ね
ま
す
の
で
、

代
わ
り
に
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交
流
会
の
開

催
に
あ
た
り
、一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

町
村
長
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
か
ら
地
方
自
治
の
発
展
の
た
め
、
ご
尽
力

い
た
だ
き
、心
か
ら
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
日
表
彰
さ
れ
ま
す
自
治
功
労
者

の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
改
め

て
、
こ
れ
ま
で
の
ご
貢
献
に
対
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
私
た
ち
は
日
本
を
再
生
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
度
元
気
な
日
本
、

優
し
い
社
会
、
誇
り
あ
る
日
本
を
取
り
戻
し

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、地
方
分
権
改
革
を
進
め
、

ま
ず
地
域
に
住
む
皆
様
の
暮
ら
し
を
よ
く
す

る
行
政
の
効
率
化
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
日
本
再
生
の
た
め
に
、
地
方
分
権

改
革
を
国
全
体
の
課
題
と
し
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
地
域
経
済
を
元
気
に
す
る
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予

算
に
お
い
て
、「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」

約
一
兆
四
千
億
円
を
創
設
し
て
、
緊
急
経
済

対
策
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
実
施
が
で
き
る
よ

う
な
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

町
村
長
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
緊

急
経
済
対
策
の
効
果
が
速
や
か
に
発
揮
さ
れ

る
よ
う
、
契
約
手
続
の
柔
軟
な
運
用
や
、
前

金
払
制
度
の
積
極
的
な
活
用
等
に
つ
い
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
度
の
地
方
財
政
対

策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
財
務
省
と
事
務
的

な
折
衝
を
行
わ
せ
て
お
り
ま
す
が
、
国
の
財

政
当
局
の
姿
勢
も
こ
と
の
ほ
か
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
二
十
七
日
に
は
、
財
務
大
臣

と
折
衝
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一
般
財

源
総
額
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
を
最
重
点

の
課
題
と
考
え
、
最
大
限
の
努
力
を
す
る
所

存
で
す
。

特
に
、
地
方
公
務
員
の
給
与
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、一
昨
日
も
「
地
方
六
団
体
会
合
」

に
お
い
て
説
明
し
、
藤
原
会
長
を
は
じ
め
地

方
六
団
体
会
長
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

改
め
て
、
こ
の
場
で
も
、
地
方
公
務
員
の

給
与
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え

方
を
申
し
上
げ
ま
す
。

我
々
が
取
り
組
む
べ
き
現
下
の
最
大
の
使

命
は
「
日
本
の
再
生
」
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

を
是
非
皆
様
と
共
有
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ

の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
記
憶
も
新
し
い
今
、
ま

さ
に
緊
急
に
、
防
災･

減
災
事
業
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
長
引
く
景
気
の
低

迷
を
受
け
、
一
層
の
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
今
後
、
消
費
増
税
に
つ
い
て
国
民

の
理
解
を
得
て
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
国

と
地
方
が
一
丸
と
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
行
財

政
改
革
の
取
組
を
進
め
て
い
く
姿
勢
を
示
す

こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

独
自
の
給
与
削
減
措
置
や
定
員
削
減
な
ど
の

行
財
政
改
革
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ

と
に
つ
い
て
は
十
分
に
理
解
し
て
お
り
、
敬

意
を
表
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、
地
方
の
皆
様
方
に
は
、
大
変

な
ご
苦
労
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
平
成
二
十
五
年
度
に
お
い
て
は
、
国
家

公
務
員
の
給
与
減
額
支
給
措
置
を
踏
ま
え
、

各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
速
や
か
に
国
に

準
じ
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
際
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
検
討
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
点
目
が
「
地
方

が
実
行
不
可
能
な
こ
と
を
求
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
い
う
こ
と
、
二
点
目
が
「
単
な

る
財
政
削
減
に
終
わ
ら
せ
ず
、
地
方
公
務
員

給
与
削
減
の
大
義
と
い
う
も
の
を
打
ち
立
て

た
い
」、
す
な
わ
ち
、
日
本
再
生
の
た
め
、

国
と
地
方
の
公
務
員
が
一
体
と
な
っ
て
、「
ま

ず
隗
よ
り
始
め
よ
」
と
の
考
え
方
か
ら
取
り

組
む
こ
と
で
す
。
三
点
目
が
「
地
方
の
行
革

の
努
力
を
反
映
で
き
る
も
の
に
し
た
い
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
以
上
の
よ
う
な
考
え
方
の

下
で
、
今
後
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
総
務
省
は
、
地
方
の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
町
村
長
の
皆
様
と
は

十
分
な
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
地
方
自

治
を
発
展
さ
せ
、
地
域
を
元
気
に
し
、
日
本

再
生
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結

び
に
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
発
展
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
都
道
府
県
町
村
会
正
副

会
長
交
流
会
の
開
催
に
際
し
て
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
よ
り
、
日
本
を
再
生
へ

総
務
副
大
臣

来

賓

あ

い

さ

つ

坂さ
か

本も
と

　
哲て

つ

志し
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ご
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
国
町
村
議

会
議
長
会　

会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
群
馬

県
榛
東
村
議
会
議
長
の
髙
橋　

正
で
ご
ざ
い

ま
す
。　
　

本
日
、
こ
こ
に
、
都
道
府
県
町
村
会
会
長
、

副
会
長
等
が
一
堂
に
会
し
、
都
道
府
県
町
村

会
正
副
会
長
交
流
会
が
開
催
さ
れ
る
に
当
た

り
、
全
国
の
町
村
議
会
議
長
を
代
表
し
ま
し

て
、
一
言
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、ご
出
席
の
各
都
道
府
県
会
長
、

副
会
長
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
は
、平
素
、

町
村
行
政
の
中
枢
に
あ
っ
て
住
民
福
祉
の
増

進
と
地
域
の
振
興
発
展
の
た
め
、
日
夜
、
献

身
的
な
ご
努
力
と
情
熱
を
注
い
で
お
ら
れ
る

こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
敬
意
と
感

謝
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

同
時
に
、
日
頃
か
ら
私
ど
も
町
村
議
会
議

長
会
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
日
、
晴
れ
の
自
治
功
労
者
表
彰

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
す
皆
様
方
に
は
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
一

層
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
十
五
年
も
早
や
、
ひ
と
月

を
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年

末
誕
生
し
た
安
倍
内
閣
は
、組
閣
に
当
た
り
、

「
経
済
再
生
」「
復
興
」「
危
機
管
理
」
の
三

つ
に
全
力
で
取
り
組
め
る
よ
う
人
物
本
位
、

能
力
重
視
で
人
材
を
集
め
、
重
厚
な
布
陣
を

敷
き
、
危
機
突
破
に
向
け
、
一
つ
一
つ
「
結

果
」
を
出
し
て
い
く
こ
と
に
こ
だ
わ
り
続
け

る
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
喫
緊
の
課
題
は
、
デ
フ
レ
と
円
高
か

ら
の
脱
却
に
よ
る
経
済
の
再
生
で
あ
る
と

し
、
新
年
に
入
り
、
内
閣
に
「
日
本
経
済
再

生
本
部
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
経

済
対
策
十
兆
円
余
を
含
む
総
額
十
三
兆
円
余

の
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予
算
を
十
五
日
に

閣
議
決
定
し
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
に
つ

い
て
も
一
月
末
を
目
途
に
作
業
を
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

現
在
、
株
価
は
上
昇
傾
向
、
為
替
は
円
安

傾
向
の
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

地
域
経
済
や
雇
用
情
勢
は
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
、
一
日
も
早
く
地
方
が
明
る
さ

を
取
り
戻
し
元
気
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
、
策
定
さ
れ
る
平
成
二
十
五
年
度
の

地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付
税

は
、
多
く
の
町
村
に
と
っ
て
ま
さ
に
命
綱
で

あ
り
ま
す
の
で
、
地
方
交
付
税
総
額
を
十
分

確
保
で
き
る
よ
う
求
め
て
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
町
村
が
自
主

的
・
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
の
財
政
基
盤
の
強
化
が
不
可

欠
で
あ
り
、
安
定
的
な
自
主
財
源
の
確
保
が

図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、全
国
町
村
会
と
と
も
に
、

国
と
の
協
議
の
場
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な

機
会
で
地
方
の
財
源
の
確
保
を
要
望
し
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
で
す
。
生
ま
れ
故
郷
を

離
れ
、
避
難
さ
れ
た
方
々
は
、
今
な
お
三
十

万
人
を
超
え
て
お
り
、
こ
の
冬
の
厳
し
い
寒

さ
の
中
、
大
変
つ
ら
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
一
刻
も
早
く
元
の
生
活

に
戻
れ
ま
す
よ
う
、
国
・
地
方
を
あ
げ
て
、

最
優
先
に
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

安
倍
総
理
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
復

興
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
昨
年
末
の
二
十

九
日
に
福
島
県
を
、
本
年
一
月
十
二
日
に
は

宮
城
県
を
訪
問
し
、
仮
設
住
宅
に
住
む
方
々

と
懇
談
し
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
是

非
、
被
災
者
が
明
る
さ
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
施
策
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

さ
て
、自
由
民
主
党
は
、「
道
州
制
基
本
法
」

の
早
期
成
立
を
は
か
り
、
そ
の
制
定
後
五
年

以
内
の
道
州
制
導
入
を
目
指
す
と
し
て
い
ま

す
。
道
州
制
の
導
入
は
、
地
域
の
こ
と
は
地

域
が
責
任
を
も
っ
て
決
め
る
と
い
う
地
方
分

権
改
革
の
基
本
で
あ
る
住
民
自
治
の
推
進
に

逆
行
す
る
制
度
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
強

制
合
併
に
つ
な
が
る
道
州
制
や
町
村
の
存
在

を
否
定
す
る
よ
う
な
制
度
の
構
築
に
は
、
断

固
と
し
て
反
対
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。さ

ら
に
、
例
外
な
く
関
税
や
規
制
を
撤
廃

す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、

農
山
漁
村
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
も
の
と
反
対

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
食
糧
安
全
保
障

の
面
か
ら
も
、
政
府
に
は
、
足
腰
の
強
い
農

林
水
産
業
を
構
築
し
、
農
山
漁
村
の
再
生
を

要
望
す
る
こ
と
と
し
、
引
き
続
き
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
参
加
に
は
、
反
対
し
て
ゆ
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、全
国
町
村
会
に
お
い
て
は
、

町
村
の
実
態
を
踏
ま
え
、
藤
原
会
長
を
先
頭

に
果
敢
に
行
動
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
、
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

我
々
町
村
議
会
議
長
会
と
し
て
も
、
全
国

の
町
村
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
明
る
い
展
望

を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
、
全
国
町
村
会
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
村
を
元
気
に
さ
せ
、
日

本
を
元
気
に
さ
せ
る
た
め
、
共
に
頑
張
っ
て

参
り
ま
し
ょ
う
。

終
わ
り
に
、
全
国
町
村
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
本
日
ご
出
席
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
お
祝
い
の
ご
挨
拶
と
し
ま

す
。

連
携
を
一
層
密
に
し
て
、
町
村
を
、
日
本
を
元
気
に

髙た
か

橋は
し

　
　
正

た
だ
し

全
国
町
村
議
会
議
長
会
　
会 

長

来

賓

あ

い

さ

つ
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自
治
功
労
者
表
彰

表
彰
状
受
賞
者
（
町
村
長
3
期
）

感
謝
状
受
賞
者
（
退
職
町
村
長
）

 
 

【
北
海
道
】

虻
田
郡
真
狩
村
長 

佐
々
木
　
和
　
見

虻
田
郡
喜
茂
別
町
長 

菅
　
原
　
章
　
嗣

樺
戸
郡
月
形
町
長 
櫻
　
庭
　
誠
　
二

枝
幸
郡
枝
幸
町
長 
荒
　
屋
　
吉
　
雄

中
川
郡
池
田
町
長 

勝
　
井
　
勝
　
丸

【
青
森
県
】

南
津
軽
郡
田
舎
館
村
長 

鈴
　
木
　
孝
　
雄

上
北
郡
横
浜
町
長 

野
　
坂
　
　
　
充

【
宮
城
県
】

刈
田
郡
蔵
王
町
長 

村
　
上
　
英
　
人

【
山
形
県
】

東
置
賜
郡
川
西
町
長 

原
　
田
　
俊
　
二

西
村
山
郡
朝
日
町
長 

鈴
　
木
　
浩
　
幸

【
福
島
県
】

東
白
川
郡
塙
町
長 

菊
　
池
　
基
　
文

西
白
河
郡
矢
吹
町
長 

野
　
崎
　
吉
　
郎

双
葉
郡
川
内
村
長 

遠
　
藤
　
雄
　
幸

【
群
馬
県
】

甘
楽
郡
下
仁
田
町
長 

金
　
井
　
康
　
行

甘
楽
郡
甘
楽
町
長 

茂
　
原
　
荘
　
一

佐
波
郡
玉
村
町
長 

貫
　
井
　
孝
　
道

【
埼
玉
県
】

北
足
立
郡
伊
奈
町
長 

野
　
川
　
和
　
好

比
企
郡
嵐
山
町
長 

岩
　
澤
　
　
　
勝

【
千
葉
県
】

香
取
郡
神
崎
町
長 

石
　
橋
　
輝
　
一

【
東
京
都
】

西
多
摩
郡
奥
多
摩
町
長 

河
　
村
　
文
　
夫

利
島
村
長 

梅
　
田
　
和
　
久

【
山
梨
県
】

南
巨
摩
郡
身
延
町
長 

望
　
月
　
仁
　
司

【
長
野
県
】

諏
訪
郡
下
諏
訪
町
長 

青
　
木
　
　
　
悟

下
伊
那
郡
天
龍
村
長 

大
　
平
　
　
　
巖

木
曽
郡
南
木
曽
町
長 

宮
　
川
　
正
　
光

北
安
曇
郡
松
川
村
長 

平
　
林
　
明
　
人

上
高
井
郡
高
山
村
長 

久
保
田
　
勝
　
士

【
愛
知
県
】

丹
羽
郡
扶
桑
町
長 

江
　
戸
　
　
　
滿

【
滋
賀
県
】

蒲
生
郡
日
野
町
長 

藤
　
澤
　
直
　
広

【
大
阪
府
】

南
河
内
郡
千
早
赤
阪
村
長 

松
　
本
　
昌
　
親

泉
北
郡
忠
岡
町
長 

和
　
田
　
吉
　
衛

【
奈
良
県
】

山
辺
郡
山
添
村
長 

窪
　
田
　
剛
　
久

【
和
歌
山
県
】

東
牟
婁
郡
太
地
町
長 

三
　
軒
　
一
　
高

【
鳥
取
県
】

八
頭
郡
智
頭
町
長 

寺
　
谷
　
誠
一
郎

東
伯
郡
北
栄
町
長 

松
　
本
　
昭
　
夫

日
野
郡
江
府
町
長 

竹
　
内
　
敏
　
朗

【
島
根
県
】

邑
智
郡
邑
南
町
長 

石
　
橋
　
良
　
治

【
高
知
県
】

安
芸
郡
北
川
村
長 

大
　
寺
　
正
　
芳

長
岡
郡
大
豊
町
長 

岩
　
﨑
　
憲
　
郎

【
佐
賀
県
】

三
養
基
郡
基
山
町
長 

小
　
森
　
純
　
一

【
熊
本
県
】

玉
名
郡
玉
東
町
長 

前
　
田
　
移
津
行

【
大
分
県
】

速
見
郡
日
出
町
長 

工
　
藤
　
義
　
見

【
宮
崎
県
】

東
諸
県
郡
国
富
町
長 

河
　
野
　
利
　
美

【
鹿
児
島
県
】

肝
属
郡
東
串
良
町
長 

奥
　
園
　
拓
　
夫

【
福
島
県
】

（
4
期
）

東
白
川
郡
棚
倉
町 

藤
　
田
　
幸
　
治

（
5
期
）

双
葉
郡
樽
葉
町 

草
　
野
　
　
　
孝

【
岐
阜
県
】（
4
期
）

加
茂
郡
富
加
町 

坂
　
井
　
弘
　
道

【
奈
良
県
】（
8
期
）

吉
野
郡
川
上
村 

大
　
谷
　
一
　
二

【
岡
山
県
】（
4
期
）

加
賀
郡
吉
備
中
央
町 

重
　
森
　
計
　
己

【
熊
本
県
】（
5
期
）

下
益
城
郡
美
里
町 

長
　
嶺
　
興
　
也

▲自治功労者代表　東京都奥多摩町長　河村文夫氏

自
治
功
労
者
5
0
名
を
表
彰



町 村 週 報9　平成25年 2 月 4 日 （第三種郵便物認可） 第2828号

情 報

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
へ
の
参
加

大
学
時
代
、
国
際
協
力
を
専
攻
し
海
外
の

農
山
村
や
都
市
部
に
お
け
る
貧
困
を
学
ん
で

い
く
な
か
で
、
豊
か
さ
や
生
き
方
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

海
外
研
修
を
き
っ
か
け
に
、「
日
本
」
と
い
う

こ
の
国
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
、
世
の
中
の
仕
組
み
や
ひ
い

て
は
自
分
自
身
の
生
活
の
在
り
方
を
強
く
意

識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
街
に
出
れ
ば

モ
ノ
は
ま
わ
り
に
溢
れ
、
し
か
し
そ
の
生
産

の
過
程
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
消
費
ば
か
り

の
生
活
に
疑
問
を
持
つ
な
か
で
、
思
い
至
っ

た
の
が
農
山
村
で
し
た
。
同
時
に
、
一
般
的

な
就
職
活
動
に
馴
染
め
ず
、
こ
れ
か
ら
ど
う

生
き
て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン

ト
を
得
た
い
と
い
う
想
い
も
重
な
り
、
一
年

間
農
山
村
で
活
動
を
す
る
「
緑
の
ふ
る
さ
と

協
力
隊
」
へ
の
参
加
を
決
意
し
ま
し
た
。

活
動
を
通
じ
て
感
じ
た　
　
　
　
　

農
山
村
の
魅
力

最
初
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
の
土
地

で
、
い
つ
も
誰
か
が
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。
郵
便
を
届
け
て
く
れ
る
お
兄
さ
ん
、
近

所
の
商
店
で
買
い
物
を
し
、
午
後
は
は
す
向

か
い
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
宅
で
畑
仕
事
の
お
手

伝
い
。
食
卓
に
の
ぼ
る
の
は
作
業
の
後
に
頂

い
た
お
野
菜
で
、
新
鮮
な
旬
の
も
の
ば
か
り
。

こ
の
前
ど
こ
ど
こ
で
車
を
み
か
け
た
よ
、
な

ん
て
話
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
ご
と
で
も
役
場
や
地
域
の
方
が
い
て
、
あ

ら
こ
ん
に
ち
は
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で
す
、
と

顔
を
合
わ
せ
て
は
話
が
始
ま
り
ま
す
。
多
く

の
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
生
活
が
成
り
立
っ

て
い
る
、
こ
の
こ
と
は
よ
く
考
え
れ
ば
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
、
大
き
な
町
の
仕
組
み

の
な
か
で
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
地
域
と
い
う
は
っ

き
り
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
は
、

「
人
」
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
実
感
で
き
、

ま
る
で
大
き
な
家
族
の
よ
う
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
自
然
の
ゆ
た
か
さ
に
は
圧
倒

さ
れ
、
い
つ
も
何
か
し
ら
の
発
見
が
あ
り
、

こ
こ
ろ
が
震
え
る
よ
う
な
景
色
に
も
出
会
い

ま
し
た
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
あ
ざ
や
か

で
、
一
日
い
ち
に
ち
が
変
化
に
富
ん
で
い
ま

し
た
。
夏
の
厳
し
い
陽
射
し
、
初
夏
の
田
ん

ぼ
の
鮮
や
か
な
緑
、
朝
も
や
の
中
か
ら
聞
こ

え
る
鳥
の
声
、雪
を
頂
く
山
々
の
雄
々
し
さ
、

四
季
折
々
の
色
や
い
き
も
の
た
ち
、
そ
う

い
っ
た
も
の
に
彩
ら
れ
た
生
活
の
ゆ
た
か
さ

は
、
自
然
の
な
か
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
は

豪
雪
地
域
で
の
初
め
て
の
積
雪
量
に
驚
き
、

連
日
の
雪
か
き
や
天
気
と
相
談
し
な
が
ら
の

屋
根
雪
下
ろ
し
。
雪
と
と
も
に
あ
る
暮
ら
し

は
、
自
然
の
厳
し
さ
、
大
変
さ
や
怖
さ
も
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
雪
解
け

水
が
あ
る
か
ら
こ
そ
土
地
の
緑
の
豊
か
さ
に

つ
な
が
る
こ
と
も
気
づ
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
て
、
食
・
農
・

祭
り
ご
と
、
生
活
の
す
べ
て
が
密
接
に
か
か

わ
っ
て
い
ま
し
た
。田
植
え
か
ら
は
じ
ま
り
、

米
を
収
穫
し
、
必
要
な
も
の
を
自
分
た
ち
の

手
で
作
り
出
す
。
お
味
噌
づ
く
り
や
お
餅
つ

き
は
手
間
と
時
間
が
か
か
り
人
手
も
必
要
な

の
で
、
ご
近
所
さ
ん
や
家
族
が
集
ま
る
場
で

農
山
村
で
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と

特
定
非
営
利
活
動
法
人
・
地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
　
中な
か

莖ぐ
き

　
優ゆ
う

子こ

▲

冬
の
屋
根
雪
下
ろ
し

▲

注
連
縄
作
り
を
習
い
奉
納
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も
あ
り
ま
し
た
。
お
正
月
に
お
宮
に
奉
納
す

る
注
連
縄
づ
く
り
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
稲
作
と
関
わ
り
の
深
い
風
習

で
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。
細
分
化
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
働
く
こ
と
と
生
活
の
関

係
が
近
い
農
山
村
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
物

事
が
目
に
見
え
る
範
囲
、
意
識
出
来
る
範
囲

に
あ
り
、
四
季
の
流
れ
の
中
で
「
こ
こ
で
生

活
を
し
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
し
っ
か
り
と

し
た
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

農
山
村
の
課
題

し
か
し
、
い
ま
は
農
山
村
独
自
に
紡
が
れ

て
き
た
暮
ら
し
が
薄
れ
て
き
て
る
よ
う
に
も

感
じ
ま
す
。
世
代
間
に
お
け
る
生
活
様
式
や

価
値
観
の
相
違
が
大
き
く
、
第
一
次
産
業
に

従
事
し
て
い
る
人
の
割
合
は
減
る
ば
か
り
で

す
。
同
じ
家
で
生
活
を
と
も
に
し
な
が
ら
も

「
孫
と
は
ほ
と
ん
ど
話
さ
な
く
て
ね
」
と
い

う
話
も
よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
便
利
で
「
買

う
」
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
と
同
時
に
、「
作

る
」
こ
と
を
中
心
と
し
た
昔
な
が
ら
の
暮
ら

し
の
知
恵
は
、
あ
と
10
年
も
し
た
ら
失
わ
れ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
と
自
然
と

の
関
係
性
が
、
そ
の
土
地
の
文
化
そ
の
も
の

を
形
作
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
土
地
の
も

の
を
活
か
し
て
生
活
を
営
ん
で
き
た
方
々
か

ら
私
た
ち
が
学
ぶ
こ
と
は
、
と
て
も
多
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。

年
配
の
方
々
は
、
普
段
多
く
は
話
し
ま
せ

ん
が
、
ふ
と
し
た
こ
と
を
糸
口
に
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
高
齢
者
サ
ロ

ン
に
参
加
し
た
中
で
、
人
気
が
あ
っ
た
「
童

謡
を
歌
う
会
」
で
は
、
歌
を
ひ
と
つ
歌
う
度

に
思
い
出
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
日

が
暮
れ
て
か
ら
も
農
作
業
を
手
伝
っ
た
子
ど

も
時
代
、
お
嫁
に
き
た
と
き
、
出
稼
ぎ
に
で

て
い
た
こ
と
…
そ
ん
な
話
を
聞
く
た
び
に
、

い
つ
も
の
風
景
も
見
え
方
が
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
籠
あ
み
や
箒
づ
く
り
、
栃
餅

づ
く
り
、
あ
け
び
の
実
や
山
菜
の
見
つ
け
方

も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
い
ま
は
気
軽
に

何
で
も
お
金
で
買
え
て
し
ま
え
る
し
、
本
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
情
報
は
簡
単
に
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
け
れ
ど
、
目
の
前
の

人
か
ら
直
接
に
学
び
、
肌
で
感
じ
る
こ
と
を

ま
ず
は
何
よ
り
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。「
昔

ご
と
」
と
し
て
仕
舞
い
込
ん
で
し
ま
う
の
で

は
な
く
、
地
域
で
の
生
活
か
ら
学
び
、
生
か

し
、
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
生
き
て
い
く
私
達
に
と
っ
て
、
大

き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
住
ん
で
い
る
人
が
そ
の
土
地
を
好

き
か
ど
う
か
、
こ
れ
は
と
て
も
大
き
な
こ
と

で
す
。
あ
る
集
落
で
は
、
青
年
団
の
皆
さ
ん
が

集
落
で
の
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、

餅
ま
き
を
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
日
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
も
、

役
割
を
分
担
し
、
田
ん
ぼ
を
休
ま
せ
な
い
よ

う
に
と
米
作
り
か
ら
は
じ
め
、
稲
刈
り
、
餅

つ
き
、
そ
し
て
当
日
の
準
備
や
運
営
ま
で
こ

な
し
て
い
ま
し
た
。
一
年
を
通
し
て
「
自
分

た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
で
し
た
。
こ
の
地
域
に
必
要
な
こ
と
は

な
に
か
、
地
域
の
な
か
で
の
自
分
の
役
割
を

意
識
し
な
が
ら
、
主
体
的
に
地
域
と
関
わ
り

生
活
を
作
り
上
げ
て
い
く
そ
の
姿
勢
は
、
わ

た
し
に
ひ
と
つ
の
「
生
き
方
」
を
示
し
て
く

れ
ま
し
た
。「
こ
こ
は
不
便
だ
か
ら
」「
仕
事

が
な
い
か
ら
」
そ
ん
な
話
ば
か
り
耳
に
す
る

の
で
は
な
く
、「
こ
こ
の
米
を
使
っ
て
つ
い

た
餅
は
う
め
え
ん
だ
」
と
笑
顔
で
話
す
お
父

▲

青
年
団
で
餅
ま
き
の
準
備

▲

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
教
わ
る
栃
餅
づ
く
り

▲

童
謡
を
歌
い
な
が
ら
昔
話
を
聞
く
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さ
ん
方
が
近
く
に
い
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
も

大
き
く
な
っ
た
時
に
、
き
っ
と
そ
の
環
境
を

誇
り
に
思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
り
、
統
合
や
廃

校
の
話
も
耳
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
小
学
校

で
の
取
り
組
み
次
第
で
、
地
域
を
考
え
る

き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。
小
学
生
た

ち
は
、
す
る
ど
い
感
性
で
自
然
の
な
か
で
の

遊
び
を
創
り
だ
し
て
い
ま
す
し
、
こ
ん
な
こ

と
が
で
き
る
ん
だ
よ
、
と
誇
ら
し
げ
に
話
し

て
く
れ
ま
す
。
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
自
分
た
ち

の
足
元
を
考
え
る
環
境
が
あ
り
、
そ
し
て
学

べ
る
先
生
が
地
域
に
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

実
体
験
を
通
し
た
学
習
が
で
き
る
環
境
の
な

か
、
そ
こ
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
け
る
か
、
地

域
が
好
き
に
な
れ
る
か
は
私
た
ち
大
人
の
役

割
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

「
あ
た
り
ま
え
」
を　
　
　
　
　
　
　

別
の
角
度
か
ら
捉
え
る

し
か
し
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
も

慣
れ
親
し
む
に
つ
れ
「
あ
た
り
ま
え
」
に
変
化

す
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
必

要
な
の
は
や
は
り
外
部
と
の
交
流
で
す
。
日

常
の
「
あ
た
り
ま
え
」
は
、
視
点
を
変
え
る

と
大
き
な
意
味
や
価
値
を
持
ち
ま
す
。
外
部

と
の
交
流
が
あ
っ
て
こ
そ
、
生
活
に
も
張
り

が
出
て
、
地
域
を
再
発
見
で
き
る
機
会
に
な

り
ま
す
。
そ
の
際
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
農
業
体
験
に
来
る
人
は
い
て
も
、
な
か
な

か
地
域
の
人
た
ち
と
接
す
る
機
会
が
少
な

く
、「
体
験
」
の
み
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
。
受
入
側
の
地
域
で
は
そ

の
準
備
に
追
わ
れ
、
負
担
が
増
え
る
だ
け
の

結
果
に
な
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
と
て
も
残

念
な
こ
と
で
す
。
外
か
ら
人
を
呼
ぶ
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
そ
こ
で
ど
う
交
流
を
深
め
て

い
け
る
か
も
、
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

集
落
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
共
同

作
業
で
の
支
え
合
い
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
傾

斜
の
多
い
場
所
で
あ
れ
ば
、
草
刈
り
や
獣
害

対
策
の
電
気
柵
設
置
、
冬
場
の
除
雪
作
業
も

決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
普
段
の
何
気
な
い
景
色
の
中
に
は
様
々

な
苦
労
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
一
人
で
生

き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
、

積
極
的
に
地
域
と
関
わ
っ
て
こ
そ
見
え
て
き

た
こ
と
で
し
た
。
年
配
の
方
々
に
囲
ま
れ
、

時
に
は
息
苦
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
様
々
な
世
代
が
生
活
を
し
て
い
る

の
が
農
山
村
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
価
値
観
の
異
な
る
世
代
に
学
び
、
今
い

る
環
境
を
見
直
す
。
時
代
に
よ
っ
て
か
た
ち

を
変
え
な
が
ら
も
、
そ
う
し
て
引
き
継
が
れ

て
き
た
も
の
が
文
化
と
し
て
土
地
に
息
づ
い

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
何
も
わ
か
ら
な

い
ヨ
ソ
モ
ノ
で
あ
る
私
に
多
く
の
こ
と
を
教

え
て
頂
き
「
一
緒
に
や
っ
て
い
こ
う
」
と
い

う
姿
勢
で
接
し
て
く
れ
た
地
域
の
方
々
に

は
、「
共
に
生
き
て
い
く
」
こ
と
の
奥
深
さ
を

学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
を
つ
く
る
世
代
と
し
て

着
任
当
時
は
ど
こ
か
さ
び
し
さ
も
感
じ
た

土
地
の
風
景
も
、
一
年
間
の
活
動
を
通
し
て

多
く
の
人
と
の
出
会
い
を
重
ね
る
こ
と
で
、

と
て
も
愛
着
の
あ
る
も
の
に
変
わ
り
ま
し

た
。
ど
の
風
景
に
も
、
地
域
の
人
た
ち
の
顔

や
一
緒
に
作
業
し
た
思
い
出
が
浮
か
び
ま

す
。
わ
た
し
は
こ
の
一
年
を
「
皮
膚
体
験
」

と
い
う
言
葉
で
表
し
ま
し
た
。
五
感
を
め
い

い
っ
ぱ
い
に
開
き
、
自
ら
の
身
体
を
通
し
て

得
た
感
覚
は
こ
れ
か
ら
先
も
き
っ
と
忘
れ
ま

せ
ん
。
活
動
終
了
後
に
は
派
遣
地
を
離
れ
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
が
、
離
れ
て
も
で
き
る

事
、
関
わ
り
方
を
今
も
模
索
し
て
い
ま
す
。

農
山
村
と
い
う
、
一
言
に
は
く
く
れ
な
い

多
様
な
地
域
に
は
、
生
き
て
い
く
う
え
で
大

切
に
し
た
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
農
山
村
に
惹
か
れ
る
若
者
は
た
く
さ
ん
い

ま
す
が
、
そ
こ
に
繋
が
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
依

然
と
し
て
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
同
世
代
の
目
線
か
ら
農

山
村
の
魅
力
を
発
信
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

を
共
に
考
え
、
作
り
あ
げ
て
い
く
仲
間
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
色
々
な
形
で
農

山
村
に
繋
が
る
キ
ッ
カ
ケ
を
提
示
し
な
が

ら
、
農
山
村
の
ゆ
た
か
さ
を
次
の
世
代
に
も

繋
げ
て
い
く
こ
と
が
わ
た
し
の
役
割
の
ひ
と

つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲

お
母
さ
ん
方
か
ら
教
わ
る
お
味
噌
づ
く
り

▲

夏
祭
り
、
小
学
生
が
地
域
で
と
れ
た

　

じ
ゃ
が
い
も
を
使
っ
て
出
店
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に
し
た
い
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た

の
で
す
。
震
災
直
後
は
、
財
産
を
失
っ

た
町
民
も
い
た
た
め
、
地
域
通
貨

「T
A
C
O

（
タ
コ
）」
を
設
定
し
、
他

県
で
避
難
生
活
を
送
る
町
民
も
含
め
、

1
人
あ
た
り3
0
0

タ
コ
を
配
布
し

ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
町
民

に
「
福
興
市
」
で
買
い
物
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
の
考
え
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
「
福

興
市
」
は
、
か
つ
て
季
節
ご
と
に
町

で
行
わ
れ
て
い
た
「
お
祭
り
」
と
連

動
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
祭
り
の
常
連
客
も
戻
っ
て
き
て
く

れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
町
の
観
光

協
会
で
「
福
興
市
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
」

を
主
催
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
り
組

み
が
奏
功
し
、
1
回
の
市
で
常
に

1
万
～
1
万5
0
0
0

人
の
来
場
者

を
迎
え
て
き
ま
し
た
。

日
後
、
全
国
の
商
店
街
を
結
ぶ
「
ぼ

う
さ
い
朝
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
メ

ン
バ
ー
が
各
地
か
ら
町
を
訪
ね
て
く

れ
ま
し
た
。「
今
後
、
ど
う
し
て
い
き

た
い
？
」
と
の
問
い
に
、
町
の
商
店

街
の
誰
も
が
、「
ま
た
商
売
が
し
た
い
」

「
自
分
た
ち
の
生
業
を
取
り
戻
し
た

い
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
意
思
の

確
認
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
人
が
集

ま
る
市
を
や
ろ
う
、
と
方
向
性
が
決

ま
り
、
早
速
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

震
災
か
ら
１
カ
月
半
後
の
4
月
29
日

（
金
・
祝
）
と
30
日
（
土
）
に
開
催
日

を
決
定
。
当
時
、
被
災
の
影
響
で
地

元
の
商
品
は
何
も
な
く
、
呼
び
か
け

に
応
じ
て
く
れ
た
全
国
の
商
店
街
か

ら
の
様
々
な
名
産
品
な
ど
の
提
供
に

支
え
ら
れ
て
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

2
日
間
で
1
万2
0
0
0

人
を
超
え

る
来
場
者
を
得
て
、
町
の
商
店
街
の

面
々
は
、
自
分
た
ち
の
生
業
を
も
う

一
度
こ
の
町
で
再
開
し
た
い
と
強
く

思
っ
た
の
で
す
。

復
興
で
は
な
く
、「
福
興
」

　

こ
の
よ
う
に
し
て
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
市
は
、「
福
興
市
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
復
興
の
た
め
の

市
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
福
が
興
る
市
」

　

毎
年
暮
れ
の
29
日
に
開
催
さ
れ
て

き
た「
志
津
川
湾
お
す
ば
で
祭
り
」は
、

南
三
陸
町
に
と
っ
て
年
の
瀬
の
風
物

詩
で
、
お
正
月
を
迎
え
る
た
め
の
食

材
や
1
年
の
感
謝
を
込
め
て
販
売
さ

れ
る
品
々
で
賑
わ
う
お
祭
り
。2
0
1

1
年
の
暮
れ
か
ら
は
「
志
津
川
湾
お

す
ば
で
福
興
市
」
と
名
を
変
え
て
開

催
し
て
い
ま
す
。2
0
1
2

年
の
「
お

す
ば
で
福
興
市
」
も
、
た
く
さ
ん
の

買
い
物
客
で
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

生
業
は
捨
て
た
く
な
い

　
2
0
1
1

年
東
日
本
大
震
災
の
数

がんばってます、東北！

笑
顔
が
集
う

「
福
興
市
」
を
続
け
て

　

先
の
見
え
な
い
復
興
計
画
を
ま
ん

じ
り
と
待
つ
の
で
は
な
く
、
町
を
愛

す
る
町
民
の
手
で
生
ま
れ
変
わ
る
町

を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
始
め
た
「
福

興
市
」。
今
で
は
地
元
商
店
街
か
ら
の

出
店
が
6
割
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。

営
業
再
開
の
準
備
が
な
か
な
か
整
わ

ず
、
福
興
市
で
し
か
商
売
が
で
き
な

い
お
店
の
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け

「
福
興
市
」
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
、

南
三
陸
福
興
市
実
行
委
員
会
委
員
長

の
山
内
正
文
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
出

店
者
だ
け
で
な
く
、
全
町
民
に
と
っ

て
「
福
興
市
」
は
、集
い
の
場
で
あ
り
、

情
報
交
換
の
場
。
月
に
1
度
の
「
福

興
市
」
に
行
け
ば
、
み
ん
な
の
笑
顔

に
会
え
る
…
。「
福
興
市
」
は
、
こ
れ

か
ら
も
町
の
復
興
・
再
生
を
長
く
長

く
見
守
り
、
支
え
て
い
く
存
在
で
あ

り
、
町
に
と
っ
て
元
気
の
源
で
あ
る

と
町
民
誰
も
が
感
じ
て
い
ま
す
。

～
宮
城
県
南
三
陸
町
～

福
呼
ぶ
市
に
笑
顔
が
集
う
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町の名産「ミズダコ」は一番人気

「福興市」は、ほぼ毎月月末の日曜日に開催している

南三陸福興市実行委員長の山内正文さん

※おすばで…三陸沿岸部で「酒の肴」「おつまみ」を意味する

み
な
み
さ
ん
り
く
ち
ょ
う

※

復興だより8南三陸町.indd   8 13/01/29   17:13
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昭
和
57
年
に
、
内
子
町
八
日
市
護
国
地
区

が
四
国
で
初
め
て
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
今
年
度
で
30
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
町
並
み
保
存
を
テ
ー

マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
多
数
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
開
催
趣
旨
】

　

全
国
的
に
知
ら
れ
る
町
並
み
へ
と
成
長
し

た
八
日
市
護
国
地
区
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
保
存
地
区
住
民
の

高
齢
化
に
か
か
る
保
存
へ
の
不
安
、
高
ま
ら

な
い
経
済
効
果
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
直
視
し
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
に
上
る
た
め
に
、
今
何
が
必
要
な
の

か
。
全
国
の
先
進
的
な
自
治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関

係
者
及
び
研
究
者
を
招
き
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
す
る
。

【
日
時
】

　

2
0
1
3
年
3
月
2
日
（
土
）・
3
日

【
場
所
】

　
【
3
月
2
日
】
9
：
30
〜
17
：
00

　
　

愛
媛
県
内
子
町　

内
子
座

　
　
（ 

〒
7
9
1

－
3
3
0
1
愛
媛
県
喜
多

郡
内
子
町
内
子
2
1
0
2
番
地
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

　
＜

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ＞

　
「
守
る　

暮
ら
す
」

　
　

西
村
幸
夫
氏
（
東
京
大
学
副
学
長
）

　
　

 

北
島　

力
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
女
町
家

再
生
応
援
団
代
表
）

　
　

 

永
江
寿
夫
氏
（
福
井
県
若
狭
町
歴
史
文

化
課
課
長
）

　
　

 

松
居
秀
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鞆
ま
ち
づ

く
り
工
房
理
事
長
）

　
　

 

芳
我
明
彦
氏
（
八
日
市
護
国
町
並
保
存

会
幹
事
）

　
＜

記
念
講
演
Ⅰ＞

　
　

 

ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

篪
庵
ト
ラ
ス
ト
理
事
長
）

　
＜

記
念
講
演
Ⅱ＞

　
　

西
村
幸
夫
氏
（
東
京
大
学
副
学
長
）

　
＜

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ＞

　
「
活
か
す
」

　
　

曲
田
清
維
氏
（
愛
媛
大
学
副
学
長
）

　
　

 

岡
﨑
昌
之
氏
（
法
政
大
学
現
代
福
祉
学

部
教
授
）

　
　

 
松
場
登
美
氏
（
株
式
会
社
石
見
銀
山
生

活
文
化
研
究
所
代
表
取
締
役
所
長
）

　
　

 

米
田
誠
司
氏
（
愛
媛
大
学
法
文
学
部
講

師
）

　
　

大
西
啓
介
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
Ａ
．Ｙ
．代
表
）

　
　

稲
本
隆
壽
（
内
子
町
長
）

　【
3
月
3
日
】
9
：
30
〜
13
：
00

　
　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

【
参
加
費
】　

無
料

【
参
加
申
込
み
】

　

 

内
子
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

tow
n.uchiko.ehim

e.jp/

）
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
期
限
】

　

2
0
1
3
年
2
月
15
日
（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

八
日
市
・
護
国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
8
9
3

－

4
4

－

5
2
1
2

　
　
　「
守
る
　
暮
ら
す
　
活
か
す
」

町
並
み
保
存
in
内
子
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
　（
愛
媛
県
内
子
町
）

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。
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随 想

随
想

小
さ
い
頃
の
ご
馳
走
は
、
何
と
言
っ
て

も
餅
。
そ
れ
も
木
製
の
臼
と
杵
で
つ
い
た

「
搗
き
餅
」
で
す
。

今
の
よ
う
に
豊
富
に
お
菓
子
が
あ
る
わ

け
で
も
な
い
、
ま
し
て
終
戦
後
の
食
料
が

乏
し
い
時
代
で
は
、
餅
が
何
よ
り
の
ご
馳

走
で
し
た
。

暮
れ
の
12
月
28
日
か
30
日
に
は
、
正
月

用
の
切
り
餅
を
つ
く
た
め
家
中
が
て
ん
や

わ
ん
や
。
台
所
か
ら
は
、
蒸
か
し
た
餅
米

の
香
り
が
漂
い
、
土
間
に
は
、
木
片
が
餅

に
混
じ
ら
な
い
よ
う
事
前
に
水
に
浸
し
た

臼
と
杵
。
父
親
が
杵
を
振
り
下
ろ
し
て
い

た
姿
が
今
で
も
瞼
に
浮
か
び
ま
す
。

私
の
住
む
地
域
で
は
、
12
月
29
日
に
は

餅
を
つ
か
な
い
風
習
が
あ
り
ま
す
。
29
日

の
9
に
か
け
て
「
苦
を
搗
く
」
と
い
う
意

味
か
ら
、
そ
の
日
は
避
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
暮
れ
の
餅
つ
き
は
、
や
が
て
小
学

校
の
高
学
年
と
な
っ
た
私
の
担
当
と
な
り

ま
し
た
。

餅
の
餡
も
、
小
豆
の
漉
し
餡
、
粒
餡
。

胡
桃
、
胡
麻
な
ど
そ
の
家
ご
と
の
好
み
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
納
豆
や
大
根
お
ろ

し
、
砂
糖
醤
油
を
絡
め
た
り
、
鶏
で
だ
し

を
取
っ
た
お
つ
ゆ
餅
（
雑
煮
の
こ
と
）。

ど
れ
も
こ
れ
も
お
い
し
い
も
の
で
す
。

餅
は
正
月
に
限
ら
ず
お
祝
い
事
な
ど
そ

の
都
度
食
し
ま
す
。
宮
城
の
夏
は
枝
豆
を

餡
に
し
た
ず
ん
だ
餅
が
何
と
も
言
え
な
い

お
い
し
さ
で
す
。

色
麻
町
に
は
昔
か
ら
独
特
の
餡
が
あ
り

ま
し
た
。
荏
胡
麻
（
え
ご
ま
）
の
餡
で
す
。

こ
の
地
域
で
は
荏
胡
麻
の
こ
と
を
十
念

（
じ
ゅ
う
ね
ん
）
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
を

食
べ
る
と
10
年
長
生
き
す
る
と
言
わ
れ
た

伝
統
的
な
健
康
作
物
で
す
。
お
正
月
に
十

念
餅
と
し
て
食
す
る
た
め
に
、
農
家
で
は

自
家
消
費
す
る
ぐ
ら
い
の
量
を
、
細
々
と

露
地
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

私
が
町
長
に
就
任
し
て
4
年
目
の
平
成

10
年
、
町
商
工
会
と
の
村
お
こ
し
事
業
で

こ
の
希
少
品
種
荏
胡
麻
に
着
目
し
ま
し

た
。
荏
胡
麻
の
栽
培
の
盛
ん
な
福
島
県
会

津
地
方
に
学
び
な
が
ら
、
今
や
日
本
一
の

作
付
面
積
を
誇
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
く
減
反
政
策
の
中
、
荏
胡
麻
を

町
の
特
例
作
物
と
し
て
農
家
に
経
済
的
支

援
を
行
い
な
が
ら
、
今
日
ま
で
に
至
り
ま

し
た
。

ま
た
昨
今
の
健
康
食
品
ブ
ー
ム
が
、
荏

胡
麻
栽
培
を
後
押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

荏
胡
麻
の
油
は
、
α

－

リ
ノ
レ
ン
酸
を
多

く
含
ん
で
い
ま
す
。
α

－

リ
ノ
レ
ン
酸

は
、
青
魚
な
ど
に
も
多
く
含
ま
れ
、
体
内

で
Ｄ
Ｈ
Ａ
に
変
化
し
、
脳
細
胞
や
網
膜
細

胞
に
取
り
込
ま
れ
ま
す
。

血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
、
免
疫
力
が
向

上
し
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を

下
げ
る
働
き
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ゆ
え
に
こ
の
地
域
で
は
荏
胡
麻
を
、
10
年

長
生
き
で
き
る
か
ら
十
念
と
名
付
け
て
い

た
こ
と
が
お
分
か
り
か
と
思
い
ま
す
。

荏
胡
麻
を
原
材
料
と
し
て
多
く
の
特
産

品
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
荏
胡
麻
の
油
を
は

じ
め
と
し
て
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
ぽ
ん
酢
、

焼
酎
、
そ
ば
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ク
ッ

キ
ー
、
プ
リ
ン
等
々
で
す
。

色
麻
町
に
は
、
鶏
卵
販
売
の
ト
ッ
プ
企

業
「
イ
セ
食
品
」
の
世
界
一
の
養
鶏
農
場

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部
に
荏
胡
麻
を
給

餌
し
、
エ
ゴ
マ
卵
と
し
て
宮
城
県
内
限
定

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
に
は
エ
ゴ
マ
卵
食
べ
放
題
の
「
卵
か

け
ご
飯
屋
」
が
あ
り
、
近
県
か
ら
も
お
客

が
参
り
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

餅
の
餡
と
し
て
、
か
ろ
う
じ
て
存
続
し

て
い
た
荏
胡
麻
は
、
地
域
お
こ
し
の
資
源

に
活
用
さ
れ
、
色
麻
町
の
活
性
化
に
大
き

く
貢
献
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

足
下
を
見
つ
め
れ
ば
、
町
お
こ
し
の
素

材
が
見
つ
か
る
と
い
う
よ
い
事
例
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
大
好
き
な
餅
。
今
も
町
の
秋
の
収

穫
祭
で
は
、各
行
政
区
が
1
カ
所
に
集
い
、

そ
れ
ぞ
れ
得
意
の
餡
を
用
意
し
な
が
ら
餅

を
搗
き
、
祭
り
参
加
者
に
大
盤
振
る
舞
い

を
す
る
の
が
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。飽

食
の
時
代
と
言
わ
れ
て
久
し
い
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
餅
は
、
老
若
男
女
に
愛

さ
れ
る
日
本
の
伝
統
的
食
べ
物
で
あ
る
こ

と
は
疑
い
の
余
地
も
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　「
餅
」

伊い

藤と
う

　
拓た

く

哉や

宮
城
県
色し

か
ま麻

町
長
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町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 に ご 加 入 の 皆 様 な ら ！ 

○ 無事故による割引で新規から 

○ 集団扱年一括払いによる割引で更に 
○ 保 険 料 分 割 払 （ 回 ） も 選 択 可 能 で す 。 
（ 保 険 料 分 割 払 を ご 利 用 の 場 合 は 上 記 の 集 団 扱年 一 括 払 の ５ ％ 割 引 の 適 用 は あ り ま せ ん 。 ） 

ご 加 入 を 希 望 す る お 車 が 町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 で 過 去 ３ 年 間 無 事 故 の 場 合 は 、 ノ ン フ リ ー ト 等 級 ９ 等 級 か ら ス タ ー ト し ま す 。 
（保険料）割引％

％

　 無 料 ロ ー ド サ ー ビ ス が つ い て き ま す 。 
　 ご 契 約 の お 車 が 、 事 故 ・ 故 障 で 自 力 走 行 で き な く 
　 な っ た 場 合 、 事 前 に ロ ー ド サ ー ビ ス 専 用 デ ス ク に 
　 ご 連 絡 く だ さ い 。 に お 取 り 次 ぎ し 、 レ ッ カ ー や 
　 分 程 度 の 緊 急 修 理 な ど を 手 配 し ま す 。 
　 ● バ ッ テ リ ー 上 が り や 、 キ ー 閉 じ 込 み 、 ガ ス 欠 な ど 

※ こ の 車 両 共 済 （ 保 険 ） を ご 契 約 い た だ け る 方 は 、 全 国 町 村 職 員 生 活 協 同 組 合 の 自 動 車 共 済 に 加 入 さ れ て い る 方 に 
限 り ま す 。 

・ 上 記 掛 金 （ 保 険 料 ） は 、 町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 で 過 去 ３ 年 間 無 事 故 （ ノ ン フ リ ー ト 等 級 ９ 等 級 ） の 場 合 の も の で す 。 保 険 料 
は 平 成 年 ４ 月 １ 日 現 在 の も の で あ り 、 変 更 さ れ る 場 合 も あ り ま す 。 

・ 掛 金 （ 保 険 料 ） は 、 型 式 、 初 度 登 録 年 月 、 年 齢 条 件 、 運 転 者 限 定 特 約 の 有 無 、 共 済 （ 保 険 ） 金 額 、 等 級 な ど に よ り 異 な り ま す 。 
・ 上 記 掛 金 （ 保 険 料 ） 例 の 「 通 常 に 新 規 で 加 入 す る 場 合 」 と は 、 ノ ン フ リ ー ト 等 級 ６ Ｓ 等 級 を 適 用 し た 保 険 料 を 例 示 し た も の 
で す 。 

・ こ の ご 案 内 は 概 要 を 説 明 し た も の で す 。 詳 し い 内 容 に つ い て は 取 扱 代 理 店 （ 千 里 ） ま た は 損 保 ジ ャ パ ン の 営 業 店 に お 問 
い 合 せ く だ さ い 。 

契 約 条 件 と 掛 金 （ 保 険 料 ） 例 ・ 自 

◎１年間事故が無かった場合は、翌年の等級は１等級上がります。 
　事故によって車両共済（保険）をご利用された場合は、事故件数１件につき３等級下がります。 

動 車 総 合 保 険 （ 損 保 ジ ャ パ ン ） 保 険 期 間 １ 年 
・ 自 動 車 保 険 集 団 扱 年一 括 払 に よ る 割 引 ５ ％ 適 用 。 

〈 車 

集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。 
詳細については、取扱代理店（千里）または損保ジャパンにお問い合わせください。 
両 保 険 引 受 保 険 会 社 〉 ㈱ 損 害 保 険 ジ ャ パ ン 

GE6 
フィット 

平成23年2月 
26歳以上補償 
本人・配偶者限定 運 転 者 限 定 

金 額      150万円 共 済 （ 保 険 ） 
新 車 割 引 有 
記名被保険者 30才 

集 団 扱 年一 括 払 払 込 方 法 

加 入 タ イ プ 

SJ10-13443(2011.3.18作成) 

こ の 車 両 共 済 （ 保 険 ） は 、 町 村 生 協 の 自 動 車 共 済 で 補 償 す る 対 人 賠 償 、 対 物 賠 償 、 限 定 
搭 乗 者 傷 害 等 に 加 え 「 ご 自 身 の お ク ル マ の 補 償 （ 車 両 保 険 ） 」 を 追 加 す る 制 度 で す 。 
お 車 が 衝 突 し た 場 合 や 台 風 ・ い た ず ら ・ 盗 難 な ど 偶 然 な 事 故 で 損 害 を 被 っ た と き に 、 
共 済 （ 保 険 ） 金 を お 支 払 い し ま す 。 

一 般 条 件   （ 割 引 適 用 済 ） 

（ 通 常 ・ 新 規 で 加 入 す る 場 合 ） 

車 対 車 ＋ Ａ   （ 割 引 適 用 済 ） 

（ 通 常 ・ 新 規 で 加 入 す る 場 合 ）
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